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アンニョンハセヨ。

　私は、東京都と板橋区の商店街連合会で、双方の初代女性部長として現在まで17年間務めております。昔は、商人は物をいかに売るかということを考えていればよかったのですが、現在は地域の情報の発信地として地域の方々とのふれあいが大事になっています。

　現在日本は高齢社会で、15歳以下の人口を65歳以上の人口が上回っております。そんなわけで若い人にばかり頼れないので、私たち女性部は10数年前より高齢者に対するボランティアを行っています。ボランティアのためのフラダンス部を作り、高齢者の施設に慰安で訪れておりましたところ、介護保険になってから職員の数が減った中でクラブ室の活動を誰かにやってほしいとの要請があり、私たちがコーヒーサービスとフラダンスを毎月第一土曜日に行っていますが、大変喜んでいただきもう10年も続いております。

しばらくして、その施設の入所者さんからお買い物に連れて行ってほしいと言われ、一台の車椅子に私たちボランティアが2名つき、施設にお迎えに行ってお買い物をさせてあげて送り届けます。入所者の方たちは2、3日前から楽しみにしているそうです。お買い物では、行きの顔と帰りの顔は全然違い、帰りは買ったものを抱えてニコニコうれしそうで、私たちボランティアも反対に元気をもらっています。ここの施設では、他のボランティアもいろいろやっています。
日本では、高齢者の一部を「後期高齢者」などといやな呼び方で言いますが、私はそれを光り輝くと言い換えて「光輝高齢者」と呼び、明るく美しく過ごしていただくためのイベント「シニアの皆様が変える元気で明るいいたばし」を5年前からやっています。モデルさんは地域の60代から80代の方を募集し、舞台の上でプロのメーキャップアーチストさんがトークをしながらモデルさんのメークをします。その後プロのファッションアドバイスの先生がモデルさん自身の一番好きな洋服を着てもらって、きれいになるアドバイスをされるので、皆さん大変喜んで下さいます。こういったイベントは若い方向けにはありますが、お年寄り向けにはないので年々お客様が多くなり、昨年は250名ほど入る場所に350名も来て下さり、皆さんメモを取ったり感心の声を出したり大変喜んでいただきました。第二部では、普段カラオケとか踊りフラダンスなど習っている方たちの発表の場を作ってあげています。皆さん歌手になった様に華やかな衣装で出演して楽しんで下さっています。今年もやることになっております。

また昨年からは、社会福祉法人ＪＨＣ板橋会のクラブハウス「サンマリーナ」の諮問委員長をお引き受けすることになりました。私と寺谷先生との出会いは8年前、ボランティア運営委員の時です。石塚前区長さんから寺谷さんのことは伺っておりましたが、出会って初めてＪＨＣ板橋会のことを知りました。寺谷さんはじめ何人かの方たちで25年前に始めた施設の資金も皆さんで出されたと聞きびっくりしました。一般の人では考えられないことです。その後も何かと先生は自分の収入をＪＨＣに投入なさり、私は側にいて、この方のために何か出来ないかと思うようになりました。ユーザー会議などに参加するうちに、メンバーさんたちとも知り合いになり、お手紙もいただくようになりました。私自身若い時は体が弱く自律神経失調症になり、それが原因で病気になって死ぬとまで言われましたが、他の病院に移ったことで退院出来ました。その後自分の生き方を変えました。先のことなどクヨクヨ考えず今日一日だけのことを考えようと決め、朝起きたら今日一日元気に過ごせますようにと願い、夜寝るときは今日一日ありがとうと感謝し、過ぎたことは振り返らずに生きようとしました。おかげ様で50歳を過ぎた頃から元気になり、残りの人生を今までお世話になった社会にお返しをしようと思いました。
これからも無理をせず出来る範囲で、高齢者の方たちへのボランティアを続け、「サンマリーナ」のことをもっと地域の方たちにわかってもらえるよう情報発信していこうと思っております。ありがとうございました。カムサハムニダ。






